
予算要求資料

平成28年度当初予算支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費　　　
	事業名　新イノベーション創出研究事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

商工労働部　情報科学芸術大学院大学　事務局教務課　電話番号：0584-75-6600（内8223）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　     20,000千円（前年度予算額：－千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	20,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	20,000

	決定額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
IAMASの教員や学生による研究活動の成果は、革新的な発想や近未来を見据えたものが多く、実用化できるシーズにまで昇華させれば、革新的な新商品・新サービス・地域活性化策が誕生する可能性を秘めている。他方でIAMASの就学期間は２年間とサイクルが早いことから、その研究は「素材」や「発想」の段階にあるものが多く、研究活動（プロジェクト研究、卒業制作）が学生の卒業とともに停滞するケースも少なくない。

これら研究成果を事業化・実用化するためには、開発を継続しつつ産業や地域においてどう役立てられるかを検証・検討したうえで、実用化できるシーズにまで昇華させていく必要があるが、現在はその仕組みがないこともあり、研究成果を活かすことが難しい。

また、IAMASは、地域の知的資源として県内企業や自治体等との連携を推進、発展を模索してきたが、県外大手企業等との連携は進んでいるものの、県内企業や自治体等との連携にはまだ課題がある。
（２）事業内容

　IAMASの教員・学生が作り上げた研究活動（プロジェクト研究、卒業制作）の成果について、共同研究を希望する県内企業（製造業・サービス業等）や自治体等を公募で選び、企業等とともに多面的な視点でIAMAS研究成果の実用的なプロトタイピングや活用法の研究を行う。
　当該共同研究にあたっては、IAMAS学生や卒業生を積極的に活用し、県内企業（製造業・サービス業等）や自治体等との接点を増やすことでマッチング（就職、協業、ビジネス）を図る。
（３）県負担・補助率の考え方

　　IAMASの研究成果の事業化、実用化に向けた検証・検討であるため、県がその経費を負担する。
（４）類似事業の有無

　　産学官連携イノベーション創出支援事業
（公益財団法人ソフトピアジャパン事業運営費補助金）
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	12,385
	研究補助員、学生作業補助員への報償費

	旅費
	500
	企業との打ち合わせ旅費

	需用費
	750
	消耗品、報告書印刷

	役務費
	50
	郵送料

	委託料
	5,000
	開発委託費

	使用料
	65
	研究成果発表会場借り上げ

	備品購入費
	1,250
	PC、デジタル工作機器等

	合計
	20,000
	


	　決定額の考え方　

　類似事業の状況等を勘案し、計上を見送ります。



４　参考事項

（１）後年度の財政負担

　検証活動は県費にて実施していくが、事業化の目途がついた研究については、企業側の負担により実施する。

（２）事業主体及びその妥当性

IAMASの研究成果の事業化、実用化に向けた検証・検討を行うには研究スタッフ・環境を有するIAMASで実施するのが効率的・効果的である。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
ＩＡＭＡＳの研究活動（プロジェクト研究・卒業制作）による成果について、実用化できるシーズにまで昇華させることで、事業化・実用化を促進する。　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	学内シーズの事業化数
	1
（H27）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	3
（H31）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前回の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　


（前回の成果）

	・前回の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	・地方大学を活用した雇用創出・若者定着策のひとつとして、ＩＡＭＡＳの有する研究リソースを地元産業界や地域に還元していくことで、産業・地域に新たなイノベーションを創出する。　

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

－

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

－

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
ＩＡＭＡＳの持つポテンシャルを県内企業等に広くＰＲするとともに、卒業生が地元定着できるような受け皿を検討していく必要がある。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか




